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来
年
度
の
新
事
業
や
市
民
負
担
は

来
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
は
ど
う
な
る

真 野 和 久 議員

質
　
問

　

来
年
度
、
介
護
保
険
料
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
で
、
こ
れ
ま

で
の
利
用
者
と
来
年
４
月
か
ら
の

利
用
者
で
差
が
で
き
る
の
で
は
。

た
と
え
ば
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
要
介
護
度
１
、２
で
は
入
所

で
き
な
く
な
る
が
、
困
る
方
へ
の

対
応
は
。

　

ま
た
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、

必
要
な
介
護
認
定
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
可
能
性
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
年
明
け

以
降
の
策
定
委
員
会
で
審
議
し
、

パ
ブ
コ
メ
を
実
施
。
２
月
中
に
は

原
案
を
確
定
す
る
。

　

特
養
入
所
は
、
要
介
護
１
、２

で
あ
っ
て
も
、認
知
症
の
重
い
方
、

障
害
の
重
い
方
な
ど
の
場
合
は
、

特
例
的
に
入
所
が
で
き
る
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
要

介
護
認
定
を
窓
口
で
拒
む
わ
け
で

は
な
い
。

致
で
ど
の
ぐ
ら
い
の
市
税
収
入
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

経
済
建
設
部
長

　

全
体
の
事
業
費
は
約
33
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
愛
知
県
企
業
庁

の
負
担
が
約
30
億
円（
用
地
の
取

得
、
造
成
な
ど
）、
市
の
負
担
が

約
３
億
円（
地
区
計
画
の
策
定
、

文
化
財
調
査
、
水
路
つ
け
か
え
工

質
　
問

　

来
年
度
、
新
た
に
取
り
組
む
事

業
、
廃
止
す
る
事
業
は
。

　

ま
た
、
公
共
料
金
な
ど
市
民
負

担
の
変
更
は
あ
る
か
。

市
　
長

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
、

が
ん
検
診
の
受
け
付
け
方
法
の
改

善
、
企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
。

企
画
部
長

　

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、
保
育

料
、
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
使
用
料
の
見
直
し
の
検
討
に
も

入
っ
て
い
る
。

福
祉
部
長

　

保
育
料
は
、
制
度
改
正
に
伴
な

い
、
基
準
額
の
階
層
区
分
を
、
所

得
税
額
か
ら
、
市
町
村
民
税
の
所

得
割
課
税
額
を
基

準
と
し
た
も
の
に

変
更
さ
れ
る
。
基

本
的
に
従
来
と
変

わ
ら
な
い
。

質
　
問

　

企
業
誘
致
に
つ

い
て
、
事
業
全
体

の
事
業
規
模
、
県

や
市
の
負
担
分
の

詳
細
は
。
企
業
誘

事
な
ど
）。

　

市
税
収
入
に
つ
い
て
、（
7.3 

ha

で
試
算
）固
定
資
産
税
で
、
現
在

の
土
地
の
12
万
６
千
円
が
、
企
業

立
地
直
後
は
、
土
地
、
家
屋
、
減

償
却
資
産
な
ど
合
計
４
千

700
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
、
都
市
計
画
決
定
、
農

振
除
外
の
公
告
を
行
い
、
27
年
度

後
半
に
造
成
工
事
に
着
手
し
た
い
。

質
　
問

　

税
制
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え

て
い
る
の
か
。
周
辺
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
規
制
は
。

経
済
建
設
部
長

　

雇
用
促
進
や
緑
地
面
積
率
の
緩

和
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え
て
い

る
。
地
域
、
環
境
に
と
っ
て
、
実

態
に
合
う
よ
う
建
築
制
限
条
例
も

踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
。

▲企業誘致予定地


